
科目ナンバー   RMGT4601 

科目名   ゼミナールⅠ  

担当教員   小谷　賢  

対象学年   3年,4年   開講学期   前期  

曜日・時限   水４  

講義室   1313   単位区分   選必  

授業形態   演習   単位数   2 

科目大分類 専門  

科目中分類 専門統合  

科目小分類 専門統合・演習  

科目の位置付け（開発能力）

■ＤＰコード-学修のゴールを示すディプロマポリシーとの関連
  ＤＰ１－E  学識・専門技能
  ＤＰ４－F  探求力・課題解決能力
  ＤＰ１－I  理解力・分析力
  ＤＰ７－C  他者理解・倫理観・公共心
  ＤＰ７－L  協同力・牽引力

■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを示すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
  Ｅ１  学識と専門技能（20%）
  Ｆ１  探求と論拠（20%）
  Ｉ１  理解・分析と読解（20%）
  Ｊ２  創造的思考（10%）
  Ｃ１  倫理的思考・社会認識（10%）
  Ｌ１  チームワーク（10%）
  Ｍ１  統合的・応用的学修（10%）  

教員の実務経験
2004年から2016年まで防衛省防衛研究所において、安全保障や戦史の研究、教育等に携わっ
た。その間、防衛研究所企画室情報発信調整官、英国王立防衛安保問題研究所（RUSI）客員研
究員、防衛大学校講師などを歴任。    

成績ターゲット区分 成績ターゲット区分  ３発展期 ～ ４定着期  

科目概要・キーワード

危機管理とその基礎となる法学に関する専門的な研究活動を実践するために、必要な研究の手
法を学び、学生自らが個人の研究テーマを設定し、研究論文を執筆するための指導を行いま
す。学生自らが危機管理に関する問題を発見し、仮説を構築し、自力で仮説を検証することに
より、問題の解決につなげ、危機管理能力を養います。ここでは問題意識を確立し、卒業論文
に繋がる個人研究のテーマを決定すると同時に、先行研究を収集して専門領域に関する知岸を
獲得する授業形態は演習により行います。
授業形態は演習形式により行います。なお、場合によっては授業を補完・代替するためオンラ
イン授業（オンデマンド型・ライブ配信型）を取り入れることもあります。  

授業の趣旨

■副題
  グローバル領域における様々な課題について探求する。
■授業の目的
  自分で問題を見つけ、課題を設定し、仮説を立てて論理的に説明できるようになる。
■授業のポイント
  危機管理に関するテーマを選定し、それに関する資料を収集し、仮説を立て論理的に説明す
る能力を養う。パワーポイントによる報告と論文の執筆が最終目的となる。  

タイトル「2021年度危機管理学部(公開用_コロナ対策版)」、フォルダ「危機管理学部」
シラバスの詳細は以下となります。



総合到達目標
旺盛な関心をもって危機管理学及びそれを支える諸科学における重要問題を探求し、これを科
学的な手法によって分析し、又は論理的に解釈して知見を見出すとともに、その成果をレジュ
メや論文等で適切に表現することができる。    

成績評価方法

報告（50%）、討論への貢献（40%）、出席（10%）。報告は最低１回行ってください。き
ちんとした日本語の使用、簡潔なレジュメ（A4 1-2枚）、もしくはパワーポイント、参考文献
の適切な使用等から評価します。報告者以外は討論者ですので、必ずゼミ中に一度は発言を行
うよう心がけてください。ゼミでは「発言」することが重要な評価基準になります。フィード
バックについてはそのゼミの最後に教員から、報告と討論についてコメントします。
コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2, G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。  

履修条件 選択必修のため特になし。  

履修上の注意点 少人数で行うため、できる限り出席し、発言することが重要になってきます。  

授業内容 回 内容

1
オリエンテーション、自己紹介、成績評価等の説明、ゼミ内の役職選び。
予習（120分）：自己紹介シートを作成してくる。
復習（120分）：他のゼミ生のシートを見て、名前や趣味などを覚えよう。

2

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第1章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

3

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第2章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

4

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第3章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

5

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第4章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

6

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第5章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

7

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第6章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。



8

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第7章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

9

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第8章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

10

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第9章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしておく。
報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

11

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第10章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしてお
く。報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

12

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第11章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしてお
く。報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

13

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第12章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしてお
く。報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

14

テキストの輪読、報告、討論ができるようになる。コンピテンス：B1, C1, E1, F1, F2,
G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：テキストの第13章を必ず読んで、討論や質問ができるようにしてお
く。報告者はレジュメの作成。
復習（120分）：発表者以外の討論者は、発言できなかった内容や相手とのやり取りに
ついて振り返る。報告者は自分の報告について振り返り、質問された内容で答えられな
かった点については調べておく。

15

振り返り。前期のゼミを振り返って、報告者・討論者の立場からより良い報告や議論の
ために、それぞれが意見を出し合い、ペーパーに纏めることができるようになる。コン
ピテンス：B1, C1, E1, F1, F2, G1, H2, I1, K1, K2, L1, M1。
予習（120分）：自分の発表と討論について、改善点などを考えて纏めてくる。
復習（120分）：後期の課題に向けて、自分の関心事項を考えておく。

関連科目 演習系科目としては、危機管理基礎演習I（ＲＭＧＴ２６０１）、ゼミナールⅠ～Ⅳ（ＲＭＧＴ
４６０１～４６０４）と関連する。  

教科書 松田康博『NSC 国家安全保障会議』（彩流社 2009）  

参考書・参考ＵＲＬ  



連絡先・オフィスアワー ■オフィスアワー：水曜日３限、金曜日３限
■連絡先：開講時に告知する    

研究比率

■危機管理学領域での対応
  パブリックセキュリティ25%、グローバルセキュリティ50%、情報セキュリティ25%
■危機管理学と法学とのバランス
  危機管理学80%、法学20%      
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